
第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
Ｑ
名
脚
ｐ
ｇ
ｏ
尉
昌
昌
昌
。
昌
邑

国
尉
８
ご
）
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
〒
畑
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
究
研
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

る
。

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

⑩
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
、
学
術
展
観
の
開
催
等

②
機
関
誌
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
会
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

③
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
、
内
外
の
関
連
学
術
団
体
等
と
の
連

携
側
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

側
正
会
員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
鋤
ド
ル
と
す
る
。

⑨
名
誉
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

⑨
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一
○
、
○
○
○
円
以
上
を
納

日
本
医
史
学
会
会
則
抄

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
二
、
○
○
○
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

仙
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

③
前
理
事
長
。

③
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
第
六
条
及
び
第
八
条
の
会
員
の
資
格
取
得
は
会
費
納
入
日
よ
り
始

ま
る
。

第
十
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

①
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

③
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

⑧
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

①
退
会

⑨
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

③
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

④
死
亡
、
失
院
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。

勺守の
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⑤
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

第
十
三
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

１
こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催

す
る
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
と

に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
た
に
会
長
を
委

嘱
す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
学
術
集
会
は
、
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊
行
物
補
助
金
を
受
け
る

本
誌
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

I

’

三 二

投
稿
資
格

原
則
と
し
て
本
会
会
員
と
し
、
内
容
は
他
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。

原
稿
の
採
否

原
稿
の
審
査
は
編
集
委
員
会
の
委
嘱
し
た
審
査
委
員
が
行
い
、
採
否

お
よ
び
区
分
（
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
資
料
・
書
評
等
）
は

編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

執
筆
要
項

ａ
原
稿
は
二
○
○
字
ま
た
は
四
○
○
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
縦
書
の

ア
」
‐
た
」
Ｏ

ｂ
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
の
場
合
は
、
和
文
の
表
題
、
著
者

名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
原
稿
に

お
い
て
は
欧
文
抄
録
（
一
○
○
’
二
○
○
語
）
を
添
え
る
こ
と
。

Ｃ
難
字
は
欄
外
に
も
か
い
書
で
別
記
す
る
こ
と
。

ｄ
外
国
人
名
や
外
国
地
名
は
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
の
ほ
か
は
、
初

出
の
個
所
に
そ
の
原
綴
り
、
ま
た
は
ロ
ー
マ
字
転
写
を
示
す
こ

と
が
望
ま
し
い
。

ｅ
論
文
の
末
尾
に
著
者
の
所
属
ま
た
は
連
絡
先
を
記
載
す
る
こ
と
。

ｆ
図
表
は
明
瞭
に
書
き
、
挿
入
位
置
を
原
稿
中
に
明
示
す
る
こ
と
。

ｇ
写
真
は
原
則
と
し
て
白
黒
の
紙
焼
き
と
し
、
挿
入
位
置
を
原
稿

中
に
明
示
す
る
こ
と
。
ま
た
写
真
の
裏
に
は
著
者
名
、
図
表
番

号
、
天
地
を
明
記
す
る
こ
と
。

ｈ
欧
文
論
文
は
ダ
ブ
ル
ス
・
ヘ
ー
ス
（
一
行
お
き
）
で
タ
イ
プ
し
、

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定
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